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戦略的標準化人材育成に求められる国や大学の対応
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1 はじめに

皆様ご承知の通り,2012年 12月 16日 に算 46回衆議院議

員選挙の投票が行●ヽ,民戦 ■,きの政権から,自 由民主党

中,さの政権に,3年ぶりの政権交|ヽが行わオtる こととなった

この選挙は,各党の政策

"較
いとは言い難いものであったが,

それでも各党は様々な公約を「約束J,`マニフェストJ,「ア

ジェングJな い 名前で公表した

成念ながら,これらの政策の中に 標判 ヒの文字を見るこ

とは殆どなかつた 第一党の自由民主党と 共闘する公明党

の政策には
'標

準」の文字は無く,民主党では I薔alLJに
関する政策で 鴨 の国際標準化への取り組み」と一言だけ

言及されていた 主要政党で標準化を大きく取り上げていた

のはみんなの党で,'「規格静 J饉 倍,スマー トグリッド、

電気自動車,地デジ等)を勝ち抜くための施策を国として推

進 ISO個際標準鵬 )]EC(国際電気標準会議)等に

おける日本の影響力の拡大に努める Jと 同党のアジェングに

は記載されていた 前半のテーマに対し ,TU〈国際電気通

信連合)の名前が後半に無いのは為さだが 国際標準への取

り組みを明示している点は高く評価できるだろう

このような中で 標準化について更に詳細に取り上げた党

があつた 新党改革だ 同党は公約集の中に標準化を項目立

てヽ́ ビジネスにおける標駒 ヒ/・ l重知生を訴えている 同党

は,「 日本がビジネスで成功できないのは様当 ヒを軽祝したか

らで,国際標準化を担う企業と経済産業省の10当部署に一線

級の人材が投入されていないJこ とが籠題としており '優秀

なん材を集め,国際標璃 ヒを専門に担う山市組織を立ち上げ,

マーケットインの発想を持つ企業と密接にタングを組んで

世界市場で勝てるl■制を構築する Jと している

経済産業省出身の標資 ヒ専円家としては [―線級の人材が

投入されていないJと の主張には籠掟たる思いて,あ るが,標
準化活動における最も重要なポイントが

'優
秀な人llrの確保J

であることは論を挨たないだろう その優秀な人材を集め

国際標準化を専Flに IIう 政府組織を立ち上げるには,まず優

秀な人材を育てなくてはならない 優秀なん材はどのような

分野でも優秀であることは事実だが,それても標資 ヒには学

ばなければならない独特の環境や知識が存在する このよう

な状況の下 用,,国は何ができるのか,大学は どのよう

に人材罰式を実・|●るのが それが本稿の主要論点である

以下では,まつ課 判 ヒ人材に関する議論の経緯を簡単にまと

めた後 標準イヒ教育のあるべき姿を論し,最後に,珈, 国

が標準イヒ人材育成に対して為すべきことを整理してみたい

2 標準化人材に関する研究と日本の議諭

標準化教育に閲しては 欧州が圧倒的に進んでおり,その

研究成果も多い 2¨年にオランダのエラスムス大学のⅧ偲

氏が様資 ヒ教育について整理した論文を発表しており。以後

同氏を中心に標潮 ヒ教育の議論が鰤 領こ行オ,れている 同

氏は自ら標町 ヒ教育のコースを担当しており,多 くの学生が

輩出している

アジアでは 中国 韓国が棟駒 ヒ教育に熱心で ,国には

数十の標準化コースが存在する 韓国は標準学会を設立し,

多くの学会関係者が標準イヒ教育に関する議論を開始している

韓国の主導により APECにおいて標河 ヒ教育のためのItF4

書も開発されている3

日本では,標当 ヒ人材育成をけん,1し たのは、一橘大学の

栗原氏とCSKの割 ‖氏であつた  ` 両者は 2006年に日本に

中国.緯国,オ ランダ,シ ンガボール,米国の関係者を招き
`■掟n減眠 。F Ciobal Ealは おn h sttd“げという会議を開

催 した これが,現在の IcESlin籠腋もu Co。四JiOn FOr

Ed“

“

on Ⅲ uisbndardレ ion)の設立会合となつた 以後毎年

lCESは各国で開催され,標準化教育に関する研究発表場 と

なっている しかし境念なことに, 日本国内における標準イヒ
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教育関係者の参加lt広がっておらず、 日本における標準化教

育は まだヽ系的に行われているとはいえない

日本山●の動きに目を向けると,2∞8年 7月 に日本工業標

準調査会 OISC)が ,「今後の標準イヒ人材育成のあり方につい

てJと いう報告書を公表し。,標準化人材の重要性を強調し

たのが,卜漱 に政策がフォーカスした初のltl来事であつた

ただし,それに先立つ 2006年に,ISCが 公表した『国際標準

イヒ戦略目標Jでは,rsoIECに おける国際幹事・議長の数を

倍増することを自標として提示している 2010年 に知財本部

が公表した如財言緬 ●010で も この借罐計画は踏襲され,さ

らに同年 内賤官房知|1財産戦略推進本部が『国際標準総合

戦略Jを策定し,標準化の専門人材の拡大を訴え,800人 の

人数を提示した このように,動奇は人材の必要性について

は 何度となく訴え続けている

3日 本における標準化教育

このような動きに対応し 国内の大学や大学院における標

準化人材育成のための講座も徐々に充実し始めている 日本

癖 協会 OSつ の調査によると",2016年 には国内で 20の

大学が 30のコースで標準化の教育を行つていたが,その大半

がセッション中の 1～2コ マであり,き ちんと半午問標剪 ヒを

教えていたのは 1大学の2コ ースに過ぎなかつた しかし
,

わすか 2年薇の 2008年に,ま,201hい大学で標準化が半年間

教育されるなど 標Ч ヒ教育の大学への普及は急速に進んで

いる ただし 曰本における標準|ヒ教育は 教育課程におけ

る必要性から生じたものではなく,各専F軸 の教員の経験

を基に,学生が知つておくべき棟轄 ヒについて,議員の自発

|1意識から始まつたものが多い このため,標準化教育には,

大きく,つの流れがある

第一のIIInは 標準イヒ活動に参加してきた教い  その場

における人嗽ヽ 足に対応するために 標準化教育を行つてい

るものだ 日本では lSOや iecな どの国際標準化機関にお

ける標準伸載や 日本の国内標準である■S規格の伯哉に

大学の数百が専門家として参力]する例が多い これは,国内

における複数企業間の利害を調整する卜で,大学技官という

公的立場が有効に活用できるためだ また逆に./1k業 出身で標

準化活動に参力,し ていた専F月家が,その活動の中で中心的な

役割を果たすようになり,その経験を雲に大学に転職するlal

も見られる これらの人●,ま,標準化機関における標準化活

動経験を基に 国際交渉を中心とした標準化活動のノクハウ

を有しており,標準化活動に限らず国際交渉ノウ′ヽウ面での

教育効果は大きく.標準イヒ活動の実践的活動が教えられてい

る

第二の流れは,知的財産の専門家が,法的な観点から知的

財産の活用を検討していく中で,標鋼 ヒによる知的議蕉の普

及や活用を重視し 教育に応用する流れだ 標導 ヒと特許と

の関係はここ数年急速に密核化し 特許技術を包含した標準

が数多く炸られている これらの権利ll■のために パテン

トボツシーというルールが整備されたり,パテントノールと

呼ばれる郷織が設立されたりしている これらの動きは 産

業財産権法を学ぶ上でも必須の知識であり,教育が必要な分

野である さらに,こ の分野では,独占禁上法との関係も整

理して理解 しておく必要があるため、独占禁上法の専門家が

標準イしの教育を行つている●lをみることもできる いずれの

場合も法的lll面の強い教育であり,標It化活動の理論|1整理

が行われてιヽる

第二のケースは MBAや MCTのコースにおいて ビジネ

スとの関係で標準{ヒを学ぶケースだ これは特にデファクト

スタングードのビジネス活用力■ 立つようになつた 1,70年

代以降に活発イヒしてきており,こ こ数年|ま,デファクトスタ

ングードだけでなく,デジュールスタングードもフォーラム

スタングードもビジネスヘの影響が大きくなりつつあるため

に 様々なケースの教育が行われている この分野の教育の

基本はビジネスの成功であり 標準化はビジネスツールの一

つと言える このため、多くの事●l研究が行われ ビジネス

の実F4における標準イヒの十J用方法が致育されている

このような大きな3つの赫 ,tl中で,様々なコースが設立

され,標準化が教育されているのが,今の日本の大学におけ

る標潮 ヒ教育といえるだろう

4政府 ,国への注文と実現状況

41これまでの指摘への対I.・

2∞9年の画像電子学会年次大会の標準化に関する特別セ

ッションで,筆者は「経済産業省における標準イヒ人羽育成と

それに大けるものJと いうタイトルで発表を行つた。 この

ときに,政llは人材育成活動の活日

`を

政策として掲げなが

ら,200年春に開催された日本工業規格調査会給会で 民間

企業の標均 ヒ活動が活|■ lヒ しない理由として指摘されている

,点 第一に 国際標準化活動の経営軸 各上の「意義Jや同

活動の

“

面向 が整理されていないこと,第二に,第一の結

果として,国際標準化活動に 蜘 くべき経営資闘  (例 :質・

動 が明確になうていないこと,第二に,事業戦略と国際標

準化活動を運動させるための「方法論J力 提`示されていない

こと が解決されていないことが課題であると指摘した そ

の上で 0漂瑠 ヒのマタロ経済効果に関す/● 分析 ②標当 ヒ

のビジネス効果に関する様々な事例の蓄積 ③標潮 ヒとイノ

ベーションの関係を律する理論的枠組みの臨 ④産業界に

おける標準大材育成のためのテキストの作成 の4点を行う

べきと指摘した

2012年末時点で,これらの課題はどうなっただろうか

14_のテキストについては,幾分進んだといえるだろう 筆者

が関与した活動に収つても,前に述べた想ECベースのテキ

ストが発行されたし ■SCの事務局を務める経済産業省の基

準認証ユニットからは「標資 ヒ失務入r'Jのタィ トルで標準

化教育テキストの試作版が公開さオしたη このテキストは,

2008年のЛsCの人材報告書における提案の一つである 1標
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準化能力検定制度」・
7 Fl設に向け,その判腐としてr・II始 し7_

教科書づくりの成果である ただし こういった教科書につ

いては,そのバージヨンアップ体制の構築がまだまだ不十分

といわざるを得ない ApeCの調 書は発行されて 2年が経

過してなおAPEC― のアクセス上位日立置づけられて

いるし,コSCの 「標準(ヒ夷務入円Jも数多くダウンロードさ

れたが 両者ともパージョンアンプ体制は構築されておらつ・,

改言T版の出版は未定だ

②ゐ様々な事例の蓄積も進んている 特に■SC/1・ 20(1年

度にまとめた 際 準化戦略に連携した知財マネジメント事例

築」
& は 筆者 t,関与した ∫コンセンサス標準戦略J)に統

く標準イヒビジネスの事l・
llXと して,企業に幅広く普及 してい

る 2012悧嘴は,こ・
72事例葉の海外企剥板を製作する予F~で

あり,筆者も欧班企業の調査を担当している

①については プームが過ぎたといえるかもしれない 標

鞘 ヒの樫済性については ISOが 20il年 に手法と事例研究を

まとめたことで 多くの活動が終結した これは 手法が凛

立したためというよりt, その数宇に対する71味が失われた

ためといえるかも知れない 標判 ヒは そのコストダウン効

果については定量的に計測することが可能で ,ヽ,そこから生

み出さ″tる

"益
については 知財との組み合わせによって利

益を生み出すものであることが広く認識されたことも 標準

の経済性議論を終わらせた要因といえるたるう

残る0については まだまだその動 は進んでいない 筆

者も現在イノベーションと標瑠 ヒの腐係整理を進めつつある

ところであるが,イ ノベーションが市場への普及まで包含す

る広い概念であることを考えれiミ 認証まで視野に入れた理

論的枠組みを構築することが必壊だ H窓遵 らがまとめた採

準化の教科書 Ю)で も,標準イにのイノベーションの関係は

Pert餞 氏が4oベージにわたoて墜理しているが 市場に普及

に関する古奥的考え方と,特許と17・l関係を整理したに過ぎな

い この分野は継続的藍理が必要だろう

42現状の活動と課題

現在政蒋は,金沢工業大学 (Kl■)虎ノ門大引完に,標準

イヒスキルのスタンダードに阻する調査を委誕している これ

は,標判 ヒ人材と呼ばれる人材が,各業務ごとに どのよう

なスキルを必要とするかを分析 聖理するもので,以前に知

財人材に対して行われた研究を標判 ヒ分峙展開したものとい

える この中では 湿格作成から認証まで幅広く標当 ヒ活動

をとらえ, ビジネスの中での活用方法から,規格の4り 方

,い方 その普及の仕方まで,デファクトスタンダードから

デジュールスタンダードまで,様々な転tttHtt/N材 をマ ト

リックスイヒし,その必要な能力を整理しつつある

このようなアプローチは '標準化人材,の育成を図る上で

は貴重な整理となるだろう ただし,こ の鑽 は,『ちより

とだけ標瑠 ヒも知つている人材Jの罰成が忘れられる可能性

があることが問題だ 実は,これまで
"に

や ,SA(日 本規格

協会ン 行`つてきた人材育成は「標準イヒ専門コ の人材育成で

あり 専門家で曲 い人材に対する標判 ヒスキルの提l■は+
多ヽ こ行われてこなかつたのである 標駒 ヒ活動では,規格書

を書き,標準化会議で調整を行い,最適な標準を社会にrt'
する標準イヒ専門ノ、ンの専門性が高く,早急な育成が必要であ

つたことはP・l違いない しかし,それらの育成は,OTや規

格協会の研修詢1度などで行うのが効率||であり,大学教育の

コースなどには適さない場合が多い しかし 功●における

これまでの検討では その動
=が

十分に行われていない

今後重要なのは 標準

`ヒ

の価値を理解する経営鷹 標準化

をビジネスに組み込める戦略家 標準イヒをツールとして活用

でき/Dマークノテイングなどの人材であり, これらに対して

必要な標郵 ヒスキルを倒■することが求められている そし

て この方面へのアプローチ1ま,学校教育に求めるしかない

その体制を蜘益して行くことが,今山 I‐ 国に求められる最

も重要な譲題だろう

5学生の費に合わせた標準化教育の重要性

このように整理すると 大学における標判 ヒ教育を,その

学生の質や背景に合
`え

てきめ細かく提供することが重要と

なる 標判 ヒ専F3家を育てるのではなく,それぞれの専門性

を高める中で 必要な標準化FTl連知識も同1寺に取得できる体

"を
整えるのである これが 今後の標潮 ヒ′●オ罰嶽におけ

る脚帯の役割といえるだろう

以下では大学の様々なコースごとに講義形式と専門性,学
生種別の 2つの切り日から 計蟻 の内容や形式について考え

てみたい なお. 日本における大学の議 では,一つのコー

スの中にイ可科目かの議義があり,半午を一学期として, 1レ

シスン2時間の識義を毎週行うのが通常の形である 以下で

は 2時間の講義 1回分を 1レ ンスン [レ ッスンを半年間毎

週行うものを1セ ッション (2駒鑢  このセッションが

複数葉まって,特定の目的の教育を行う物を「コース]と lr

ぶことにする

o)講茶形式と,円性

① 専円コース

日本では 現状では 標準イヒ専I月 家のための専ド|コ ース
,

つまり そのコースを卒業することで 騨 化の専F]家とし

ての専門性を獲得し 卒業資格を写られるコースは存在した

い それに最 t,近いのが Kl■虎ノ門大学院 知|も創造シス

テム専攻の中に設置された「国際標綺 ヒ戦略プロフェッショ

ナルコースJだ このコースでは 7科目12判立の講義を全

て受け 最終試験をパスすることで,国際標準化戦略プロフ

ェッショナルであることを認2t■る認定証を交付している

知的割遣システム事攻は 36判立を獲得すると,知的財産に

関する修十■を解 できることとなっているが,そのうち標

準イヒ専門家向けの 12鋼立を獲得して卒業すると 知的財産専

Fl家でありながら,国際標I・化戦略の専F,家で t,あ ると認め
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られるコースである このようなコースが 標準イヒ専門家を

育成する上では最も効果的であることは疑いようはない 技

数の標準fヒ関連科目があれば 前節で述べたような, ビジネ

スの視点.法|lll面,交渉技術などを多画的に学ぶことが出

来る ただし,こ のコースでは,2判 をヽ交渉学の取得にあ

てており,国際会議などに蓼力1する標準化専門家育成教育か

ら抜け出ていない このようなコースを卒業した人材を活用

できるキャ′くシティ|ま,そ う大きくない それよりも 標準

化知識を持つ知賊諄,1家 として職城の拡大を目指すべきであ

ろう

②コース■の一I・ 曰(セ ッション)

標準イヒ教育として最も一般的なのが,特定の専F揉程の中

で 標準イヒに関する教育を 1セ ッション0■つ または 2セ

ッション(通年)開講しているケースだろう このケースで多

く見られるのが、前述の知l■財産コースと技術管理 (MOT)

コースだ

知的財産コースは,前述のOTのように 理学部 工学部

を母体としたものが多く,東京理料大学 大阪工業大学など

がある ただし, 日本大学の知的財産研知 のように、法学

部に設置された大学院修士コースもあつ.そ こでは類的鳴蓬

活動の法|1側面を中心に学んでいる このような知財専円コ

ースにおける標準は,当然ながら,知財を管理 活用する上

で 標準化がどのようなツールになり, どのような影響を与

えるかを理解することが識義の中心となる 漱的側面の講義

が必須なのもこのコースの特徴だ 産業財
=権

法だけでなく,

競争法,3/‐4●_.標準化法などをきちんと体系だって教え

る必要があるだろう 難 問の矛盾や相互作用を理解し,′ヾ

テントポリシー●・ テヽントブールなどを新し,判度 組織の

設計が出来る力を与えることが,知財コースにおける教育の

投割と言える なお これらの知的財蒸コースは,国家資格

である弁理士試験への対応を行つているものも多いが 弁理

士は特許審査官となるための試験であり 棟封 ヒに関する知

識を必要としないため 弁理士志向の強い学生には 標準化

滲十日の人気がない 弁理士試験にも標準イヒの観点を取り入れ ,

特許懇査官に標準を理解してt,ら うことも菫重か 〉ヽしなない

MOTコースは多くの場合工学部に設置されており,東京工

業大学や東京農工大学の MoTコースにおいて,標判 ヒセッ

ションが設置されている MOTコースの場合 企業で技術雷

理や生産管理などに機わる,ふが多く学んでおり 標準イヒの

ビジネス効果にヽする知識の要求が強い このため 多くの

ビジネス事例をFIIFし ,共 の々段 latで 標準イヒがどのような

影響をビジネスに与えたかを詳細に分析していく形の講義が

必要となる 知財ヨースのような法的側面はそれほど重要で

はないが,規制と標準との閥係については重要なポイントと

して教育する必要がある 認証システムなどの教育も必須て、

標樹 ヒに関する全鋪家をきちんと伝えることが重要だ 現状

では.国内に数十あるMOTコースのうち,標準化科目をセ

ッションとして持っているMOTコースはまだわずかである

全ての MOTコース●・,少なくとも1つは標潮 ヒに関するセ

ッションを持つようにしていくことが必要だろう

なお,MBAコ ースの場合 規格協会の寄付講義に始まつ

た関西学院大学のMBAコース,MOTコースがMBAコース

と―

"ヒ
して商学部の中に設置されている早稲田大学の 2つ

は標準イとのセッションを有しているが 通常 MMの コース

に標準イヒだけを半年間教えるセッションが設置されることは

少ないだろう 一橋大学の MBAコースにも 標準イヒのセッ

ション,ま無く イノベーションに関味する講義の中で 1コ マ

のみ講義している MBAコ ースに対しては,知幅 マネ

ジメントとして 1セ ッション(2噸上～4 El■b籠義を行い
,

その中疇 準化と独古禁ほ の議論をlV Lrて 実施するのが効

果的だ

0,日 中の 1～ 2ク ラス

標準化教育の数からすると この形式が最も多いといえる

だろう つまつ 標準化を含む広い概念での料目中で 一度

力こ度,ti料との議義を行う形式だ この形であれば学部学

生や,教養課程であつても釉 S ir能で,早いうち71・ ら標準に

関する知識の必要性を認識 し
‐
(お くためにて,,大学教養課程

または専F機 の冒頭で 1ク ラス～2ク ラス議 の標準化

に関する識義を行っておくことが良いだろう 経済産業省が

行つていた
'出

前授業Jが この形をとつていた

このような講義を単独で行うことは困難なので 何らかの

f4曰 中に理め込むことが必要となる 工学部系であれば 技

術マネジメント論や技術開発諭など,標準

`ヒ

を理み込む科目

が数多く考えられるが,法学部、商 経営学部.社会学部

医歯薬学部などでも,標消 ヒに関する理解を増進しておくこ

とは重要だ 技術政策論,技術経営論 技縫 論など,様々

なrl日 の流れに合わせた 標準イヒの講義を準備していくこと

が求められている

(め学生種別

標資 ヒ教育に関しては,学生のバックグランド執 熱度に

よって誰義形式を変更することが重要だ 標当 ヒ教育の多く

は 大学院修士課程において行われているものが多いが,こ

の謀程の学生は社会ノ、経験のあるものと 4年制大学を卒業

しそのまま大学院に筵学したものとが混在している これら

の建いを+分に把握し、それに適した講義を行うことが重要

,ビ

0学部学生

まず,大学教養課建や学部課程での標準化教育は 1～2ク

ラスの短期的教育となる場合が多い この過r_での教育は,

標準化に輿味を持たせることが最t,重要な護 となる その

ために 身近にある標期 ヒ報 をヽ多数取り上t,力何に自分

たちの生活が標潤 ヒされたものに国まれているかを見せるこ

とが効果的だ 世界各国でのコンセントの異なりや 薇電池
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の統一などを例に挙げ.標準化されていることがどのような

利便性を笙むかを理解することが第―歩だろう 次に重要な

ことは 現ヽの「標準化Jと いう活動が 自然発生||で lまな

く,人工的に行われているということを理解することだ こ

れ!ま 「ルールを件るJと いう行為に似ている これを駆 す

ることで,標瑠 ヒ活動をしなければいけない理由が正確に理

解できるだろう

② 学組大学院生

理科系大学院には 学部が,,直接進学した学生が多い こ

れらの学生には,幾つかの事例を見せながら 標準化が技術

の普及やコストダウンに役立つことを理解させることが必要

となる 詳細な標準化によつて市場は拡大したものの、鳩牛

費の安い,日などにシェアを傘われた自転車や DVDの事例

が最も分かりやすく 使いやすい効列と言えるだろう デフ

ァクト標準イヒ競争の事例として良く使われてきた VHSと β

の事例は 氏に大学掟修■クラスでの教育には使せヽ こくくな

つている 彼らは,その競争が行われたことを知らない世|ヽ

だからだ デファク競 争の事例は世の中に数多くあるが

最近の事例の多くはデファクト競争とデジュール獲得とフォ

ーラム標均 とが同時に行われる複雑な戦線となっているため,

その自本を正しく闊幣するのは容易ではない ある程度難

を理権するまでは このような複雑な事例は興味を,く ため

の紹介にとどめておくことが必要だろう

0社会人大引寛生

MOTや知財専,1家コースの多くは,社会大学生71・ 中心とな

る これらの学生は,企業内で
'コ

ストダウンJや 「製品の

拡販 |な どを■に考えさせられているので,標樹 ヒ̂の理解

は,い 但し,その分「標準化すれば市場が,大 して襦かるJ,

「デファタト標準がとれるなら それを優先すべきJと いつ

た 画―的な見方が身に,いている可能性があり ますはそ

の認識から改めて理解をさせる必要がある その意味では,

前に述べた自転車や DVつ の例は 噛 準化することで市場を

失つたJ良い例でもあり,このクラスの教育にも使える鋼■

と言える また,こ のクラスの学生は事例分析龍力が高いの

で,数市の後半で自発商事例分折を組み込むこと ,ヽ効果的だ

学生各人が自分で標準化割列を一つ取り上
`九

その影響を分

析するとともに,今後の戦略や 戦略ミスの修正などを提案

するのである まず ∫標準化事例を選択するoと ころで 「標
準化とはヽ力Jをきちんと理解することとなり,実際に起こ

つたことを調べる十で,分∽ 戦略を組み立てる力を養うこと

が離 となる

6まとめ

以上,棟判 ヒ■檬 育成に関し 今後政策を展開する上で重

要なポイントを菫理するとともに そのポイン トに沿つて、

「標準化専門家Jではない標判 ヒ人材を荀伐するために必要

な、大学における棟I化教育の講義の形式や学生の違|ヽこよ

る請義内容の変更のポイントについて整理した 標準化専門

|ヒの育成に関し力●が行うべきことは明確だ 資格試験の実

施などもそのスコープに入るかもしれない しかし, 日本の

ビジネス環境を考えると,罰支すべき標潮 ヒ人材の中,さは標

準化専Fう家ではなく 様々な専FBIFと ともに,標剰 ヒに関す

る知識も有している人材であるべきだ そして このような

幅広い人材の育成は 功

' 
国が直接行 うので|まなく 大学

教育の様々な場面に埋め込ス′でいくことが必要だ

標準化教育は まだ始まったばかりである だからこそ試

行錯課を繰り返し よりよい教育を確立して行かなくてはな

らない その時に 噌 瑠 ヒ専門家Jと ,喉準イヒのスキルを

有する人材Jの■つをきちんと区別し,それぞれ最適なつ式

システムを輸篇することが重要だ 山行 日として,そこに

果たすべき役割は大きい
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